






要約:運動が骨密度を上昇させることはよく知られている。本研究では有酸素運動能力の

客観的評価法として運動負荷テストに着目し、正常小児および運動制限が加えられること

が多い心疾患児の運動能力と骨密度の関係について検討した。運動能力はトレッドミル、

骨密度は DXAにて評価した。VO2max、AT(anaerobic　threshold)は全身骨および腰椎(L2-

L4)骨密度と有意な正の相関関係を示した。小児期においても運動能力の程度が骨密度に

密接に関与する可能性が示唆された。


